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論の目的を達成する上での理論的な問題点をまとめると以下のようになる。 (1)文化変容過程を 1 つのモデルとして提
示すること， (2)そのモデルを 1 つの「社会劇」として読み解く作業， (3) フィジーのキリスト教会と，宣教師学の分野


















種々に措抗している文脈の 1 つが何かのきっかけで急に優勢になったり，別の文脈に転換したり 異種の文脈が交わ








重なり合い，そこが突破口となって 2 つの世界が一挙に新たなもう l つ別の世界へと「転換」したO この過程を解明
するのが、《転換点》に焦点を当てた「社会劇」からの分析であるO




その多元性と重層する文脈問の関係に焦点を当てる必要性を検討する O 第 2 章では，キリスト教と土着の信仰の関係
についての理解を深めるために「社会劇」としてのキリスト教受容の過程とその社会的，政治的な背景の分析を行
う。そこではキリスト教との接触以前の「他界」観受容の過程過渡期の形態(トゥカ運動など)，現在も存在する
呪術師の話，そしてそれらの具体的事例に関するコミュニケーション・コード理論からの検討を加える。第 3 章では，
ヴィワ村の村落生活を，社会構造空間，時間経済の諸方面から記述し，それぞれの領域における教会の位置を探っ
てし、く。そして教会の諸活動と儀礼の「土着性」特に生活宗教としてのキリスト教の実態を教会組織とその活動，
各役職者の仕事と役職者自身の話から探る。また村の若者と教会ユースの密接だが性質を異にする活動や，教会行事
と世俗行事の違いと同質性を結婚式や葬式を例に挙げて検討する。更に現代の儀礼の聖俗両面にわたる分析を通して，
-5-
「フィジー・キリスト教」と「伝統文化」とがフィジーにおいては構造的には同じ論理性を持って存在することを明
らかにする。結婚式葬式から謝罪儀礼に至るまで「伝統的」な《訪問儀礼》の構造を持つフィジーの様々な儀礼の
中で，ゲストとホストの統合の象徴となる「ヤンゴナ吸飲J，文脈の〈転換点》となる多義的な「タムブア(鯨歯)J ，
そしてあらゆる分野で重要な役を果たす「キリスト教」の意味を，現代の〈訪問儀礼〉の分析で明確にする O そして
第 4 章では，フィジーにおける信仰生活の多元的現実をより広範囲に検討する。対立の仲介者としての聖職者例矧，
個人の生活史にみる「神」の問題，都市と村落の対立する性格を解釈するよすがとしてキリスト教的な「他界」観の
信徒による適用，そしてフィジ一人にとっては苛酷な都市生活自体が結果的に熱心なキリスト教徒となるための一種
の通過儀礼として考えられ得ることなど、から，フィジーではキリスト教自体が多元的な文脈の中に位置づけられてい
ることが明確になる。そしてこの現実を理解するためには多元的で，重層し，葛藤・衝突する文脈を解明する必要性
が明らかになるo
論文審査の結果の要旨
本研究は，フィジ一社会における集中的で長期的な文化人類学的フィールドワークによる研究の成果であるo
本論文の目的は，植民地時代を通してキリスト教化したフィジ一社会が，それを独自の形で文化的に変容させ， rフィ
ジー的キリスト教」とよばれるような姿を提示していることと，キリスト教化したにもかかわらず土着的で伝統的な
「他界観」を保持していることの両面において，フィジ一人の「世界観」を明らかにしようとするところにある。こ
の研究の目的を達成するにあたり，著者は徹底した社会調査を行っているが，まずフィジーの教会組織とその社会・
経済生活にはじまり，聖職者の社会的位置など生活宗教としてのキリスト教をとらえている。さらに伝統文化との関
係において各種儀礼を取り上げ，その詳細にわたる記述と分析を通して，キリスト教という外部からの文化と伝統的
土着的な文化との接触と変容の過程を明らかにしている。
本論文は，外見的にはキリスト教化したフィジ一社会であるが，この社会の「価値観」や「世界観」を理解するた
めには，フィジ一人の個人的な「他界」体験を併せて考察しなければならないことを明らかにした。そこに「テヴォ
ロ」という名の下に認識されている，キリスト教会からは「異教」として排斥された「土地の霊」の存在が浮かび上
がるo
著者は綿密な観察と調査によって，このフィジ一人の宗教性の中に重層的に存在する「他界観J を見事に扶りだし
fこo
本研究は， r多元性」と「多義性」という概念でこうしたフィグ一社会の宗教文化をとらえている。さらにキリス
ト教受容の過程を「社会劇」として読み解くことによって， r文化変容」のダイナミックな側面を明らかにした。本
論文は第一に「文化変容」の研究，とくにそのダイナミズムの解明としてきわめて重要な研究である o 次にキリスト
教の土着的変容の研究として大変ユニークであり 宗教研究に多大な貢献をなすものと考えられる。さらにフィジ一
社会研究としてフィジー研究およびオセアニア研究に大きく寄与するものと評価される。以上をもって本論文が論文
博士に十分値するものと判断される。
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